
2011.12.18 日本基督教団阿佐ヶ谷教会 図書委員会
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　９月新規登録の書籍をご案内します。
　図書室内の棚にあります。
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     鑑賞して…　新規登録図書より

図書室に本をお譲り下さい
阿佐ヶ谷教会図書室では、本の寄贈を受け付けております。
本とは、読書とはなんでしょう？
本は、読んだ方の人生の一部であり人生の証だといいます。本はわたしたちにとって求道の証ともいえます。
　信仰生活とともに歩み、大切にしてきた本。聖書の次にいつも開いた本。
　いまは読まなくなったけれど、ずっと大事にしたい本。
たくさんの人々の経験を知り、知らなかった自分自身との出会い、御言葉を深め育むのが読書です。
訳あって手放そうとする本たちは、ひょっとして別のだれかの人生を豊かにするかもしれません。
そのような本をお譲りいただけるならば、図書委員会は、教会図書として受け入れます。

まずは、図書委員に相談してください
本のご寄贈を希望されるときは、まず図書委員か教職にご相談ください。
寄贈申込用紙をお渡しします。申込用紙のご提出の後に、本をお持ちください。
寄贈される本について、ふたつ　ご確認願います。
・あなたはこの本を、教会の皆さんに是非読んでもらいたいと思いますか？
・あなたはこの本を、次代を担う子どもたちに読んでもらいたいと思いますか？
将来にわたって、読み継がれてもらいたい本であることをお教えください。
よろしければ本の感想も添えていただければ有難く思います。

図書室蔵書として収蔵いたします
いただいた本は、所定の手続きに従って阿佐ヶ谷教会図書室の図書として収蔵いたします。
図書委員会にて大切に判断いたしますが、重複した資料であるなど、受け入れできない場合もあります。
受け入れの判断は図書委員会にご一任ください。
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